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　例えば火災が起きたとき、一番近く
にいるのは地域住民。その地域住民で
作られたのが消防団です。
　でも消防団ってどんな組織なんだろ
うと思ったことはありませんか？　と
いうわけで今回は消防団を紹介します。

消
防
団
っ
て
ど
ん
な
組
織
？

　

消
防
団
は
地
域
住
民
の
有
志
で
構

成
さ
れ
た
組
織
で
、
通
常
、
市
町
村

ご
と
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
専
門
的

に
消
火
・
防
火
活
動
を
行
う
消
防
士

と
は
違
い
、
消
防
団
員
の
多
く
は
、

自
営
業
で
あ
っ
た
り
会
社
員
で
あ
っ

た
り
と
そ
れ
ぞ
れ
別
の
仕
事
を
し
て

い
る
人
が
兼
務
で
行
い
ま
す
。

　

そ
し
て
町
内
で
災
害
な
ど
が
発
生

し
た
場
合
に
、
消
防
団
員
と
し
て
昼

夜
を
問
わ
ず
現
場
に
駆
け
つ
け
活
動

し
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
団
員
の
活
動
は
消
火

活
動
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
震

や
台
風
な
ど
の
災
害
時
の
警
戒
活
動

や
救
助
活
動
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。

　
消
防
団
員
は
全
国
に
約
90
万
人

　

消
防
団
は
全
国
に
２
千
５
８
４
団

体
、
分
団
は
２
万
３
千
９
４
６
分
団

が
存
在
し
ま
す
。
ま
た
全
国
の
消
防

団
員
数
は
90
万
人
を
超
え
て
い
ま
す

が
、
そ
の
数
は
年
々
減
少
し
て
い
ま

す
。
全
国
の
消
防
団
員
の
平
均
年
齢

は
37
・
８
歳
。
団
員
の
約
70
％
が
会

社
員
で
す
。

※
数
字
は
総
務
省
消
防
庁
発
表
。
平

成
18
年
４
月
１
日
現
在

大
任
町
に
は
４
つ
の
分
団
が
あ
る

　

本
町
の
消
防
団
は
消
防
本
部
と
、

第
１
分
団
か
ら
第
４
分
団
ま
で
の
４

個
分
団
で
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

地域を守る

消防団

　

消
防
団
員
の
階
級
に
は
団
長
、
副

団
長
、
分
団
長
な
ど
が
あ
り
、
団
長

が
消
防
団
を
統
括
し
、
指
揮
を
執
り

ま
す
。
ま
た
団
長
と
副
団
長
は
消
防

本
部
に
属
し
て
い
ま
す
。
消
防
団
本

部
は
大
任
町
役
場
に
設
置
さ
れ
て
い

て
、
各
分
団
は
そ
れ
ぞ
れ
地
域
ご
と

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
（
詳
し
く
は

下
図
参
照
）。

　

団
員
数
は
約
１
５
０
人
（
平
成
19

年
２
月
１
日
現
在
）。
地
域
の
安
全
を

守
る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

大
任
町
消
防
団
の
活
動

　

消
防
団
の
活
動
と
し
て
、
火
災
や

災
害
時
の
出
動
以
外
に
も
、
年
間
を

通
し
て
次
の
よ
う
な
定
期
的
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
月　

出
初
式

８
月　

花
火
大
会
の
警
戒

９
月　

幹
部
教
養
訓
練

10
月　

し
じ
み
祭
り
で
の
記
念
放
水

11
月　

秋
の
防
火
デ
ー

12
月　

年
末
警
戒

　

こ
れ
ら
の
年
間
活
動
以
外
に
も
、

毎
年
５
月
に
行
わ
れ
る
遠
賀
川
水
防

演
習
へ
の
参
加
（
県
内
４
ブ
ロ
ッ
ク

で
の
持
ち
回
り
の
た
め
、
４
年
に
１

度
の
参
加
）、
毎
年
９
月
に
行
わ
れ

る
福
岡
県
消
防
操
法
大
会
（
市
部
と

郡
部
が
１
年
ご
と
に
交
互
に
行
わ
れ

ま
す
）
へ
の
応
援
・
参
加
を
し
て
い

ま
す
。

分団の名称　(  ) 内は分団設置場所 対 象 地 区
第１分団
（柿原）

　東伊原、下伊原、小林、森山、成光町住、成光、東白土、梅田、
　柿原、柿原町住、秋永、島台、熊本、幸神町、小峰、安永

第２分団
（上今任） 　上今任、上峰、池本、峰、向田、日豊

第３分団
（西白土）

　大峰、万才町、福田、上元松、下元松、安高、灰ノ木、西白土、
　根床

第４分団
（下今任） 　下今任、桑原、道善、玉川、不動、皿山、富士見ヶ丘

◎大任町消防団

岩
い わ

口
ぐ ち

 巖
いわを

 団長

　町民の皆さんの生命や財産
を守るには、地域をよく知る
消防団の活躍は欠かせません。
　これからも消防団員の技術
向上に努め、地域住民と連携
を取り、地域の安全を守って
いきたいです。

◎大任町消防団

丸
ま る

山
や ま

 初
は つ

雪
ゆ き

 副団長

　火災や災害などの現場では、
体力のある若い消防団員の存
在は不可欠です。
　人間関係も豊富になり、地
域との交流も生まれるので、
たくさんの若い人の入団を期
待しています。
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団長

副団長 副団長

本部
第１分団
分団長

第２分団
分団長

第３分団
分団長

第４分団
分団長

― 大任町消防団組織図 ―

団員 団員 団員 団員団員

消
防
団
員
の
条
件

　

消
防
団
の
入
団
資
格
は
各
市
町
村

ご
と
に
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
町
の
場
合
は
、
町
内
に
住
ん
で
い

る
人
、
あ
る
い
は
町
内
に
勤
務
し
て

い
る
人
で
あ
る
こ
と
、
18
歳
以
上
で

健
康
な
人
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
何
よ
り
消
防
団
の
一
員
と

し
て
一
番
大
切
な
の
は
、
自
分
た
ち

の
家
族
を
含
め
、
地
域
住
民
を
守
り

た
い
と
い
う
気
持
ち
。
そ
ん
な
使
命

感
と
大
任
町
を
愛
す
る
気
持
ち
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

消
防
係　

内
線
２
１
０

※団長と副団長は本部所属

　

平
成
17
年
３
月
20
日
㈰
午
前
10
時

53
分
、
福
岡
県
西
方
沖
の
玄
界
灘
を

震
源
と
す
る
最
大
震
度
６
弱
の
地
震

（
福
岡
県
西
方
沖
地
震
）
が
発
生
し
ま

し
た
。
こ
の
地
震
で
は
、
死
者
１
人
、

負
傷
者
１
千
１
８
６
人
、
建
物
全
壊

１
４
３
件
、
半
壊
３
５
２
件
、
一
部
損

壊
９
千
１
９
０
件
と
い
う
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
（
数
字
は
福
岡

県
発
表
）。

　

こ
の
地
震
か
ら
も
う
す
ぐ
２
年
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
地
震

の
怖
さ
を
忘
れ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う

か
。
地
震
な
ど
の
災
害
は
い
つ
、
ど
こ

で
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
い
ざ

と
い
う
と
き
の
た
め
に
日
ご
ろ
か
ら
備

え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

地
震
が
発
生
し
た
ら

・ 

落
ち
着
い
て
身
の
安
全
を
確
保
す
る

・
倒
れ
や
す
い
物
か
ら
離
れ
る

・
座
布
団
な
ど
で
頭
を
守
る

・
火
を
使
っ
て
い
る
と
き
は
消
化
す
る

揺
れ
が
収
ま
っ
た
ら

・ 
火
の
元
の
確
認
（
ガ
ス
の
元
栓
を
閉

め
、
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
）

・ 

協
力
し
合
っ
て
救
出
、
救
護
）

・ 

避
難
場
所
に
は
徒
歩
で
行
く
（
車
で

の
移
動
は
交
通
の
混
乱
を
招
く
）

日
ご
ろ
か
ら
の
備
え

・
避
難
場
所
、
避
難
通
路
を
確
認
す
る

・
非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備
す
る

災
害
時
の
通
報

　

災
害
に
関
す
る
情
報
は
、
役
場
や
警
察

な
ど
に
早
め
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先

　

役
場
総
務
課
消
防
係　

内
線
２
１
０

　

添
田
警
察
署　

警
備
係

　

☎
82
ー
０
１
１
０

　

田
川
地
区
消
防
署　

添
田
出
張
所

　

☎
82
ー
０
５
５
０

地
震 

は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
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感
謝
と
激
励
の
気
持
ち
を
込
め
て
…

大
任
中
で
激
励
も
ち
つ
き
大
会

　

１
月
12
日
、
大
任
中
学
校
の
中
庭
で
３
年

生
激
励
も
ち
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
も
ち
つ
き
大
会
は
、
１
・
２
年
生
が
卒

業
し
て
い
く
３
年
生
に
、
今
ま
で
の
感
謝
と

こ
れ
か
ら
の
激
励
の
意
を
込
め
て
も
ち
を
つ

き
贈
る
も
の
で
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
つ
き
大
会
に
は
１
・
２
年
生
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
人
た
ち
が
参
加
。
生
徒
た
ち
は
冬
の
寒
さ

に
も
負
け
ず
、
次
々
と
60
㎏
の
も
ち
米
を
つ

い
て
い
き
ま
し
た
。
途
中
か
ら
は
３
年
生
も

参
加
。
一
緒
に
も
ち
を
つ
い
た
り
、
も
ち
を

き
な
粉
や
お
ろ
し
に
ま
ぶ
し
て
食
べ
た
り
し

ま
し
た
。

　

も
ち
つ
き
大
会
後
に
は
体
育
館
で
激
励
会

が
行
わ
れ
、
１
・
２
年
生
が
３
年
生
と
の
学
校

生
活
の
思
い
出
や
合
唱
を
披
露
。
そ
の
後
、

１
・
２
年
生
か
ら
３
年
生
へ
紅
白
の
も
ち
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
30
日
、
大
任
小
学
校
の
パ
ソ
コ

ン
ル
ー
ム
で
１
年
生
を
対
象
に
パ
ソ
コ

ン
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
パ
ソ
コ
ン
学
習
は
、
総
合
学
習

の
一
環
で
特
別
非
常
勤
講
師
を
招
き
、

１
・
２
・
３
年
生
を
対
象
に
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
学
習
で
は
、
児
童
た
ち
に

ま
ず
は
簡
単
な
操
作
で
パ
ソ
コ
ン
に
慣

れ
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
児
童
用
の

学
習
ソ
フ
ト
を
導
入
。
児
童
た
ち
は
マ

ウ
ス
を
器
用
に
使
い
、
楽
し
そ
う
に
絵

を
描
い
た
り
写
真
を
は
り
付
け
た
り
し

て
い
ま
し
た
。

お絵かき楽しいな
大任小でパソコン教室

　節分の日の２月３日、今任保育園で節分の豆まきが行
われました。豆まきの前に、保母さんたちが紙芝居で悪
い鬼の話をして追い出すよう園児たちに話しました。
　その後、園児たちは、鬼が来たら豆を投げて追い返そ
うと小鬼のお面をつけて各教室で待機。そこに保母さん
扮
ふん

する赤鬼と青鬼が登場し、各教室をまわっていきまし
た。年長組の園児たちは楽しそうに豆を投げつけていま
したが、年長組以外の園児の多くは豆をまくのも忘れ、
泣いたり逃げたりしていました。

悪い鬼を追い出そう
今任保育園で節分豆まき

▲ さっきまでの笑顔が一転、恐怖のあまり泣き出す園児が続出

▲
 

丁
寧
に
丸
め
て
い
き
ま
し
た

▲
 

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
も
ち
を
つ
き
ま
す

▲

 

３
年
生
も
途
中
か
ら
参
加

▲
 

旅
立
っ
て
行
く
３
年
生
を
激
励

▲
 

パ
ソ
コ
ン
ル
ー
ム
に
は
、
40
台
の
パ
ソ
コ
ン
が
設
置

まちの話題



� 広報おおとう　2007. ３月号

言い訳をする人は失敗する
「わたしの主張」田川大会で発表

▲ 友達との共同作業に笑顔も咲きます

　１月 28 日、大任公民館の和室で新春囲碁大会「剱
けんのき

木杯」
が行われました。大会には小学生１人を含む 14 人が参加。
日ごろの練習の成果を競い合いました。
　参加者たちは実力ごとにＡ～Ｃパートに分かれて予選リー
グを行い、Ａパートは数

す

山
やま

陽一さん（根床）、Ｂパートは箕
田重義さん（上今任）、Ｃパートは奥永一美さんがそれぞれ
リーグ優勝しました。その後、それぞれの優勝者同士で決勝
トーナメントを行いました。決勝戦では数山さんが奥永さん
との対局に勝利し、総合優勝を果たしました。
　小学生で唯一参加した坂木萌

もえ

樹
き

くん（桑原　大任小３年）
もＣパートの２位に入賞と健闘を見せました。

盤面上でしのぎを削る
大任町公民館で新春囲碁大会

　２月３日、川崎町勤労青少年ホームで第 13 回「わたしの
主張」田川地区大会が行われました。この大会には、田川地
区の小中学校から選ばれた９人が参加。本町からは、今任小
学校６年生の鶴丸 悟

さとし

くん（皿山）が代表として参加し、「本
から学んだこと」を大勢の観客の前で発表しました。
　鶴丸くんはトップバッターということもあり、発表前はや
や緊張気味。しかし、発表が始まると次第に緊張も解けた様
子で「言い訳をする人は失敗する」「自然の中で力強く育っ
ていく樹木のように心に芯がある『樹木のかまえ』を心がけ
たい」などを堂々と発表しました。

▼ 

大
き
く
育
て
と
ば
か
り
に
愛
情
の
水
を
注
ぎ
ま
し
た

▼ 

手
が
汚
れ
よ
う
と
お
構
い
な
し

　

１
月
23
日
、
大
任
小
学
校
で
６
年
生
の
児
童

45
人
が
、
卒
業
を
記
念
し
て
桜
の
植
樹
を
行
い

ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
手
際
よ
く
ス
コ
ッ
プ
で
穴
掘
り
。
そ
こ

に
桜
の
苗
木
を
入
れ
、
水
を
や
り
土
を
か
ぶ
せ

て
い
き
ま
し
た
。

　

植
え
た
場
所
は
、
中
庭
、
駐
車
場
前
、
体
育

館
横
の
３
カ
所
。
合
計
10
本
の
桜
の
苗
木
を
み

ん
な
で
協
力
し
て
植
え
ま
し
た
。

　

藤
原
潤じ

ゅ
ん

也や

く
ん
（
小
林
）
と
桑
野
玄げ

ん

気き

く
ん

（
安
永
）
は
、「
10
年
後
、
20
年
後
と
大
人
に
な
っ

た
と
き
が
楽
し
み
。
桜
の
花
が
満
開
に
咲
い
て

く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
」
と
口
々
に
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

桜
が
立
派
に
咲
く
こ
ろ
も
友
達
で
い
よ
う
ね

大
任
小
６
年
生
が
卒
業
記
念
植
樹

▼ 

み
ん
な
で
協
力
し
て
植
え
ま
し
た

▲
 

パ
ネ
ル
を
使
い
な
が
ら
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た

▼
 

優
勝
の
栄
冠
は
数
山
さ
ん
（
右
）
の
手
に
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〒 824-0512 福岡県田川郡

大任町大字大行事３０６７番地

大任町役場

63-3000

滑り台中止しています
　子どもたちや家族連れに大人気の中央公
園のローラー滑り台。現在、公園整備工事
のため、安全対策として使用を一時中止し
ています。あらかじめご了承ください。ロー
ラー滑り台は４月中には使えるようになる
予定です。
■問い合わせ　企画財政課　内線２１５

　

麻
し
ん
と
風
し
ん
対
策
を
強
化
す

る
た
め
、
乳
幼
児
を
対
象
と
し
た
麻

し
ん
と
風
し
ん
の
予
防
摂
取
（
Ｍ
Ｒ

ワ
ク
チ
ン
）
の
２
回
摂
取
制
度
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

麻
し
ん
と
風
し
ん
の
予
防
接
種
は
、

母
親
か
ら
の
免
疫
が
な
く
な
る
生
後

12
カ
月
以
降
、
な
る
べ
く
早
め
に
摂

取
し
ま
し
ょ
う
。

■
と
き

　

４
月
24
日
㈫　

13
時
30
分
～
14
時

■
対
象
者

　

生
後
12
カ
月
～
生
後
24
カ
月
児

　

小
学
校
入
学
前
の
年
長
児

■
予
約
方
法

　

希
望
す
る
人
は
、
役
場
住
民
１
課

衛
生
係
ま
で
電
話
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
受
付
期
限　

４
月
20
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

住
民
１
課
衛
生
係　

内
線
１
１
３

Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
を

摂
取
し
ま
し
ょ
う

　

総
合
検
診
が
年
１
回
に
な
り
ま
す

　

住
民
１
課
衛
生
係
で
は
、
総
合

検
診
を
春
と
秋
に
２
日
間
ず
つ（
通

年
で
４
日
間
）
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
19
年
度
か
ら
、
６
月
に

５
日
間
、
年
１
回
に
変
更
し
ま
す
。

　

70
歳
以
上
の
人
お
よ
び
、
生
活

保
護
世
帯
は
料
金
が
免
除
さ
れ
ま

す
。
申
し
込
み
の
際
に
、
そ
の
旨

を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
一
般
の
人

は
一
部
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。

※
総
合
検
診
の
詳
細
は
、
４
月
号

に
掲
載
し
ま
す

■
対
象
者　

下
図
参
照

■
定
員　

１
日
に
つ
き
90
人
ま
で

■
検
診
予
定
日

６
月
15
日
㈮
～
17
日
㈰
（
３
日
間
）

６
月
23
日
㈯
～
24
日
㈰
（
２
日
間
）

■
予
定
時
間　

９
時
～
11
時

■
と
こ
ろ　

レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

■
予
約
受
付　

４
月
１
日
か
ら

■
問
い
合
わ
せ

　

住
民
１
課　

衛
生
係

　

内
線
１
１
２
・
１
１
３

検査 対象者 受診回数
基本検診 �� 歳以上 毎年

子宮がん �0 歳以上 毎年
乳
が
ん

マンモグラフィー �0 歳以上 ２年に１回

エコー �0 歳以上 毎年

肝臓 �� 歳以上 ５年に１回

※ 70 歳以上・生活保護世帯は無料です

愛犬に登録と
狂犬病予防注射を

　住民１課衛生係では、次
のとおり狂犬病の予防注射
を行います。生後 3 カ月以
上の犬には必ず受けさせて
ください。
※詳しい日程については、
４月号でお知らせします。

■とき
　４月 10 日㈫ ･４月 11日㈬
■ところ　各地区の公民館
■注射手数料　3,050 円
■鑑札（新規登録犬のみ）
　　　　　　　3,000 円
■問い合わせ
　住民１課　衛生係
　内線１１３

　

県
で
は
、
旧
軍
人
・
軍
属
で
あ
っ

た
人
や
そ
の
ご
遺
族
な
ど
を
対
象
に

次
の
と
お
り
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
と
き
・
と
こ
ろ

　

３
月
22
日
㈭　

小
倉
総
合
庁
舎

　

３
月
23
日
㈮　

飯
塚
総
合
庁
舎

※
相
談
受
付
時
間
は
10
時
～
13
時

■
相
談
受
付
内
容

①
旧
軍
人
な
ど
の
恩
給
に
つ
い
て

旧
軍
人
・
軍
属
の

相
談
会
を
実
施

　

４
月
か
ら
保
育
園
に
通
う
子
ど
も

た
ち
の
入
園
手
続
き
は
お
済
み
で
す

か
。
ま
だ
手
続
き
を
終
え
て
い
な
い

人
は
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
町
内
の
保
育
園
（
順
不
同
）

　

ど
ん
ぐ
り
保
育
園
・
今
任
保
育
園
・

誠
慈
保
育
園
・
町
立
な
の
は
な
保
育
所

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
父
母
と
も
に
平
成
18
年
分

の
源
泉
徴
収
票

※
た
だ
し
、
勤
務
先
で
源
泉
徴
収
票

を
発
行
で
き
な
い
と
き
は
、
勤
務
・

自
営
証
明
が
必
要
で
す

■
問
い
合
わ
せ

　

住
民
２
課　

内
線
１
１
９

保
育
園
入
園
手
続
き

ま
だ
間
に
合
い
ま
す
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中学校に車いすを寄贈
　１月 15 日、大任中学校の校長室で、神

こう

山
やま

康
やす

夫
お

さん（峰）が、車いす１台を大任中学校に寄
贈しました。
　神山さんは「使っていなかったので、学校で
役立てばと思い寄贈しました」と話し、太田英
俊校長は「障害者やケガ人のため利用したい」
と感謝の意を伝えました。

▲
 

車
い
す
を
寄
贈
し
た
神
山
さ
ん
（
右
）

と
、
太
田
校
長
（
左
）

　３月６日㈫午前 10 時から梅田交通公園
でグラウンドゴルフの練習会を再開します。
　練習会は毎週火曜日に行いますので、興
味のある人はスポーツのできる服装で梅田
交通公園まで来てください。道具は準備し
ています。また、雨天時は中止になります。
■問い合わせ　大任町老人クラブ連合会
　大任町社会福祉協議会　☎ 63-4828

グラウンドゴルフを再開

　

町
で
は
「
第
17
回 

花
と
し
じ
み

の
里 

お
お
と
う
マ
ラ
ソ
ン
」
の
参

加
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

参
加
申
込
書
は
、
役
場
や
レ
イ
ン

ボ
ー
ホ
ー
ル
、
各
小
中
学
校
な
ど

に
置
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
希
望

者
に
は
申
込
書
を
必
要
な
枚
数
郵

送
し
ま
す
。

■
と
き　

５
月
27
日
㈰
（
雨
天
決

行
）

■
と
こ
ろ　

レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

■
コ
ー
ス

　

町
道
大
任
中
央
線
・
国
道

３
２
２
号
線
バ
イ
パ
ス
（
詳
細
は

申
込
書
に
記
載
し
て
い
ま
す
）

■
種
目
（
ス
タ
ー
ト
時
刻
）

　

▼
２
㎞
（
10
時
20
分
）

　

▼
５
㎞
（
10
時
45
分
）

　

▼
10
㎞
（
11
時
15
分
）

■
参
加
料

　

▼
一
般　

３
千
円

　

▼
高
校
生　

１
千
円

　

▼
中
学
生
以
下　

無
料

※
申
し
込
み
後
は
、
参
加
料
の
返

金
は
で
き
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
方
法

　

高
校
生
・
一
般
の
人
は
、
郵
便

振
替
払
込
取
扱
票
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
参
加
料
を
添
え
て
郵

便
局
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

入
金
確
認
後
、
ゼ
ッ
ケ
ン
引
換
券

を
郵
送
し
ま
す
。

　

中
学
生
以
下
の
人
は
、
郵
便
振

替
払
込
取
扱
票
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
封
筒
に
入
れ
て
事
務
局

ま
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
受
け
付

け
後
、
ゼ
ッ
ケ
ン
引
換
券
を
郵
送

し
ま
す
。

※
大
任
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
本

大
会
の
詳
細
を
掲
載
し
て
い
ま
す

(h
ttp

//w
w

w
.to

w
n

.o
to

.
fukuoka.jp)

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　

４
月
27
日
㈮
必
着

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課　

マ
ラ
ソ
ン
事
務
局

　

☎
63
ー
３
０
０
０　

内
線
２
１
５

お
お
と
う
マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
募
集
中

　

県
で
は
、
目
が
不
自
由
な
人
の
た

め
、
納
税
通
知
書
を
送
付
す
る
と
き

に
点
字
の
お
知
ら
せ
を
同
封
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
税
金

　

自
動
車
税
、
個
人
事
業
税

■
お
知
ら
せ
す
る
内
容

　

税
金
の
種
類
、
納
税
通
知
書
番
号
、

　

納
期
限
、
税
額
、
問
い
合
わ
せ
先

※
封
筒
に
も
納
税
通
知
書
在
中
と
表

示
さ
れ
た
点
字
シ
ー
ル
を
は
り
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
税
務
課
企
画
係

　

☎
０
９
２
ー
６
４
３
ー
３
０
６
３

納
税
通
知
書
の
内
容
を

点
字
で
お
知
ら
せ

　

県
で
は
、
労
働
者
や
事
業
主
を
対

象
に
、
職
場
で
の
い
じ
め
や
セ
ク
ハ

ラ
（
性
的
嫌
が
ら
せ
）
の
集
中
相
談

会
を
実
施
し
ま
す
。
予
約
は
不
要
で

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
と
き　

３
月
13
日
㈫  
９
時
～
20
時

■
と
こ
ろ　

筑
豊
労
働
福
祉
事
務
所

■
相
談
方
法　

来
所
、
電
話

■
料
金　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
筑
豊
労
働
福
祉
事
務
所

　

☎
０
９
４
８
ー
22
ー
１
１
４
９

な
く
そ
う
！  

職
場
の

い
じ
め
・
セ
ク
ハ
ラ

②
戦
傷
病
者
に
対
す
る
援
護
に
つ
い
て

③ 

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
す
る
援

護
に
つ
い
て

④
そ
の
他
援
護
業
務
全
般
に
つ
い
て

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
保
健
福
祉
部
国
保
・
援
護
課

　

☎
０
９
２
ー
６
４
３
ー
３
３
０
２

　

労
働
福
祉
事
務
所
で
は
、
次
の
と

お
り
「
い
き
い
き
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

３
月
15
日
㈭
・
３
月
22
日
㈭

　

共
に
19
時
～
21
時

■
と
こ
ろ

　

イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

学
習
室
３
０
３
（
飯
塚
市
飯
塚
）

■
テ
ー
マ

◆
３
月
15
日

①
「
50
代
の
健
康
管
理
」

② 

「
い
き
い
き
と
毎
日
を
楽
し
む
た

め
に
」

◆
３
月
22
日

① 

「
定
年
後
安
心
し
て
生
活
で
き
る
た

め
に　

定
年
後
の
資
金
計
画
」

■
対
象　

テ
ー
マ
に
興
味
の
あ
る
人

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
筑
豊
労
働
福
祉
事
務
所

　

☎
０
９
４
８
ー
22
ー
１
１
４
９

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を

豊
か
に
過
ご
す
た
め
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■
切
り
替
え
時
期
に
な
り
ま
し
た

　

国
民
健
康
保
険
証
の
有
効
期
限
は
３
月
31

日
ま
で
で
す
。
４
月
１
日
以
降
は
切
り
替
え

を
行
っ
た
新
し
い
保
険
証
で
な
け
れ
ば
診
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
係
で
は
左

の
日
程
表
の
と
お
り
、
各
地
区
を
回
っ
て
保

険
証
の
切
り
替
え
を
行
い
ま
す
。
切
り
替
え

時
に
は
、
現
在
使
っ
て
い
る
保
険
証
を
忘
れ

ず
に
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
保
険
証
が
あ

れ
ば
代
理
の
人
で
も
切
り
替
え
が
で
き
ま
す

が
、
保
険
証
を
紛
失
し
て
い
る
場
合
に
は
、

免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明
書
が
必
要
で
す
。

　

出
稼
ぎ
や
施
設
入
所
、
学
生
で
一
人
暮
ら

し
を
し
て
い
る
な
ど
の
理
由
で
、
長
期
に

渡
っ
て
遠
隔
地
へ
滞
在
し
て
い
る
人
の
た
め

に
保
険
証
を
分
け
て
い
る
場
合
は
、
毎
年
、

役
場
で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
出
先
で
は

対
応
で
き
ま
せ
ん
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

■
滞
納
が
あ
る
と
切
り
替
え
が
で
き
ま
せ
ん

　

当
日
は
国
民
健
康
保

険
税
（
国
保
税
）
の
徴

収
も
行
い
ま
す
。
国
保

税
が
滞
納
に
な
っ
て
い

る
人
は
、
保
険
証
の
交

付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
失
業
中
な
ど

の
正
当
な
理
由
が
あ
っ

て
国
保
税
の
支
払
い
が

困
難
な
人
は
、
役
場
窓

口
で
今
後
の
支
払
い
方

法
に
つ
い
て
誓
約
書
を

入
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
期
限
付
き
で
保
険

証
を
発
行
し
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
分
割
で
支
払
っ
て
い
る
人
も

金
額
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
新
た
に
誓

約
書
を
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
国
保
は
相
互
扶
助
の
制
度
で
す

　

平
成
14
年
度
か
ら
本
町
の
国
民
健
康
保
険

事
業
は
赤
字
決
算
と
な
り
、
国
や
県
か
ら
も

そ
の
要
因
と
な
る
滞
納
者
に
は
厳
し
い
措
置

を
取
る
よ
う
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
民
健

康
保
険
は
、
お
互
い
を
支
え
あ
う
相
互
扶
助

制
度
で
す
。
自
分
一
人
く
ら
い
と
い
う
考
え

を
捨
て
、
誰
も
が
充
実
し
た
医
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
こ
の
制
度
を
守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

※ 

役
場
で
の
切
り
替
え
は
、
今
任
原
地
区
が

28
日
㈬
、
大
行
事
地
区
が
29
日
㈭
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

住
民
１
課
国
保
係　

内
線
１
１
５

３月 28 日㈬
根床集会所   �：�� ～   9：�0
福田集会所   9：�0 ～ 10：00
安高集会所 10：10～ 10：�0

東伊原集会所 10：�0～ 10：��
小林集会所 11：0�～ 11：�0
梅田公民館 1�：00～ 1�：00
島台公民館 1�：10～ 1�：00

３月 29 日㈭
上今任公民館   9：00 ～   9：�0

峰集会所 10：00～ 10：�0
今任町民会館 11：00～ 11：�0
玉川集会所 1�：00～ 1�：��
皿山集会所 1�：00～ 1�：00

保険証の切り替えを行います

※ 柿原・柿原町住地区の人は、28 日以降に
役場での切り替えになります

水
道
事
業
は
、
独
立
採
算
で
運
営

さ
れ
て
い
る
特
別
会
計
で
す
。

独
立
採
算
と
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

水
道
使
用
料
で
、
経
費
を
賄
い
運
営

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

■
滞
納
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

　

現
在
、
水
道
使
用
料
を
滞
納
し
て

い
る
人
が
多
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
水

道
事
業
の
運
営
に
支
障
を
き
た
し
て

し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
き
ち
ん

と
支
払
い
を
し
て
い
る
人
と
比
べ
て

も
、
不
公
平
な
状
態
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
状
態
を
改
善
す
る
た
め
に

も
滞
納
し
て
い
る
人
は
、
速
や
か
に

滞
納
分
の
支
払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
の
状
態
が
続
く
場
合
に
は
、
適

正
な
運
営
の
た
め
、
水
道
料
金
の
値
上

げ
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

滞
納
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
ま
ず
当

月
分
を
支
払
っ
て
い
た
だ
き
、
併
せ

て
滞
納
分
の
支
払
い
を
お
願
い
し
ま

す
。
支
払
い
内
容
や
方
法
に
関
し
て

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
予
告
な
し
に
給
水
停
止

　

ま
た
平
成
18
年
度
ま
で
は
、
滞
納

者
に
は
督
促
状
を
送
付
し
、
そ
の
後

段
階
的
に
、
停
水
予
告
通
知
、
停
水

通
知
（
最
終
通
告
）
を
送
付
。
そ
れ

で
も
支
払
い
に
応
じ
な
い
人
に
対
し

て
停
水
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
19
年
度
か
ら
は
、

大
任
町
水
道
事
業
給
水
条
例
第
33
条

第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
現
年
３

カ
月
分
の
未
納
が
発
生
（
３
カ
月
目

の
納
入
日
を
経
過
後
、
翌
月
15
日
時

点
）
し
た
人
に
対
し
て
は
、
停
水
予

告
の
文
書
を
発
送
せ
ず
に
自
動
的
に

給
水
停
止
措
置
を
取
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
事
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

給
水
停
止
措
置
を
受
け
た
場
合
は
、

役
場
時
間
外
で
の
再
開
栓
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。
再
開
栓
す
る
場
合
は
、
平

日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
に
来
庁
し

て
い
た
だ
き
、
支
払
い
完
了
を
確
認

後
、
再
開
栓
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■
支
払
い
は
便
利
な
口
座
振
替
を

　

水
道
使
用
料
の
口
座
振
替
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
し
た
い
人
は
、

水
道
課
窓
口
に
専
用
の
用
紙
を
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

水
道
課　

内
線
１
２
５

　

平
成
19
年
度
か
ら
の

水
道
給
水
停
止
に
つ
い
て　
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Close-up!
クローズ・アップ

☆生年月日　大正 14 年７月１日
☆趣　味　盆栽・詩吟・旅行

vol.13− with my town −

安
や す な が

永 春
しゅん

治
じ

さん（安高）

　大任町献血推進協議会では、次のとおり献血を実施しま
す。皆さんのご協力をお願いします。
■とき　３月 30 日㈮　９時 30 分～ 13 時
■ところ　大任町役場
■対象者
◆ 400㎖献血基準  18 歳～ 69 歳で、50㎏以上の人
◆ 200㎖献血基準  16 歳～ 69 歳で、 男性は 45㎏以上の人

女性は 40㎏以上の人
※ 65歳以上の人で献血を希望する人は、60歳～64歳まで
に献血を経験した人に限ります
■必要な物
　運転免許証や健康保険証など、身分を証明できるもの
■問い合わせ　住民１課　衛生係　内線１１３

献血をお願いします

　安永春治さんは、長年、大任町の町作りに貢献してきました。
昭和 30 年から昭和 62 年までの 33 年間、町民の代表として
町会議員に選出。昭和 46 年から 50 年、昭和 61 年から 62 年
の間には議長を務めました。ほかにも平成７年から今年の１月
まで、区長会会長も務めました。また、平成７年 12 月には長
年の功績を認められ「勲五等瑞宝章」を受章しました。
　安永さんが初めて議員になったのは 28 歳のとき。まだ本町
が村だったころでした。若くして議員になった理由を「村おこ
しのため。村から町へと変えたかった」と語りました。
　安永さんが議員時代に主導して成し遂げたことの一つに、し
尿処理場とごみ処理場の建設があります。「町が発展していく
うえで、し尿処理場とごみ処理場の設置は不可欠。地域住民の
理解を得るため、半年かけて毎日のように地域住民を説得しま
した」と当時を振り返りました。現在、ごみ処理場は移転しま
したが、し尿処理場は今でも稼働しています。
　安永さんの趣味は盆栽。現在は高齢のため、あまりやってい
ませんが、若いときには大阪まで車を走らせ、知人のところま
で盆栽を取りに行ったこともあるとか。
　最後に今後の大任町について訪ねると「農村地帯が多く、過
疎化の波にのまれつつある大任町。この町をどういうふうに発
展させていくか。その考えはあります」と語ってくれた安永さ
ん。大任町に生まれ大任町とともに育って 81 年。まだまだ大
任町のことを考え続けています。

家畜保健衛生所が統合
　平成 19 年４月１日から、北九州家畜保健衛生所と筑
豊家畜保健衛生所を統合し、新たに北部家畜保健衛生
所を設置することになりました。
■変更内容

名称 所在地
北九州家畜保健衛生所 北九州市小倉南区中吉田３丁目�0番1�号

筑豊家畜保健衛生所 嘉麻市漆生��� 番地８

名称 所在地・連絡先

北部家畜保健衛生所
嘉麻市漆生��� 番地８

☎ 09��-��-0�1�  ＦＡＸ 09��-��-1���

■管轄区域
　北九州市、直方市、飯塚市、田川市、行橋市、豊前
市、中間市、宮若市、嘉麻市、遠賀郡、鞍手郡、嘉穂郡、
田川郡、京都郡、築上郡

　ふるさと館おおとうでは、現在気象に関する企画展
を開催しています。雲の種類やでき方、天気と雲の関
係や天気に関することわざなどを、写真を交えながら
分かりやすく紹介しています。そのほかに、天気に関
するクイズなどもあります。
　また、期間中の３月８日㈭ 13 時 30 分から、大任町
公民館で福岡管区気象台の出前講座も行われます。企
画展と併せてお話を聞いてみてはいかがでしょうか？
■名称　観天望気のススメ－天気と私たちの生活－
■とき　２月３日㈯～３月 18 日㈰　９時～ 17 時
■ところ　ふるさと館おおとう　企画展示室
■料金　無料
■問い合わせ　ふるさと館おおとう　☎ 41-2055

企画展開催中
in ふるさと館おおとう
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増減額
負担

増減額
負担

���,�00 円
1�0,�00 円

所得税・住民税が変わります
平成 19年から

●独身者の場合

税源移譲により、所得税と住民税の税率が変わります

何が変わるの？問
　「地方のことは地方で」という方針のもと、地方
分権を積極的に進めていく「三位一体改革」が実
現します。その柱といえるのが、今回の「税源移
譲」です。税源移譲では、所得税（国税）と住民

※多くの人は、１月分から所得税が減り、６月分から住民税が増えることになります
　しかし、税源の差し替えなので、「所得税＋住民税」の総額の税負担は、基本的には変わりません

税（地方税）の税率を変えることで、国の税収が
減り、地方の税収が増えることになります。今回
の税源移譲では、およそ３兆円の税源が国から地
方へ移譲されることになります。

答

どう変わるの？問
　税源移譲によって、地方は必要な税源を直接確
保することができるようになります。これにより、

住民はより身近で、よりよい行政サービスを受け
られるようになります。答

所得税 ４段階の税率を ６段階に細分化
（ 所得税と住民税を合わせた税負
担が変わらないように制度設計）

住民税 ３段階の税率から 一律 10％に
（都道府県民税４％・市町村税６％）

モデルケース　税源移譲による負担変動（年額）

�00万円

�00 万円
�00 万円

給与収入

0 円

0円
0円

1��,000 円

���,000 円
���,000 円

所得税
  ��,�00 円

�0�,000 円
1��,000 円

住民税
1��,�00 円

��1,000 円
��1,000 円

合計
  ��,000 円

所得税
1��,�00 円

�0�,�00 円
��0,�00 円

住民税
1��,�00 円

��1,000 円
��1,000 円

合計

※夫婦＋子ども２人の場合、子どものうち１人が特定扶養親族に該当するものとしています
※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています
★このほか、実際の負担増減額には、平成 19年から定率減税が廃止されるなどの影響があることに注意ください（詳しくは次ページ掲載）

�00 万円

�00 万円
�00 万円

給与収入

　　　  0 円

���,000 円
119,000 円

所得税
　 9,000 円

19�,000 円
  ��,000 円

住民税
　 9,000 円

��9,000 円
19�,000 円

合計
0 円

0円
0円

　　　  0 円

1��,�00 円
  �9,�00 円

所得税
　 9,000 円

�9�,�00 円
1��,�00 円

住民税
　 9,000 円

��9,000 円
19�,000 円

合計

●夫婦＋子ども ２人の場合

■問い合わせ　大任町役場　税務課　☎ �� ー３０００　内線１０６　１０７

税源移譲前 税源移譲後

税源移譲前 税源移譲後

平成 19 年１月分から適用

平成 19 年６月分から適用
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定率減税が廃止されます

住民税の老年者非課税措置が廃止されましたが、経過措置がとられています

●税源移譲以外の主な変更点

　平成 11 年度から、景気対策のために暫定的な軽減
措置として導入されていた定率減税が、最近の経済状
況を踏まえて廃止されます。

　所得税は平成 19 年１月分から、住民税は平成 19 年
６月分から廃止となります。

　平成 1� 年１月１日現在、�� 歳以上の人（昭和 1�
年１月２日以前に生まれた人）で、前年の合計所得が
1��万円以下の人は、平成 1� 年度まで非課税でした。
しかし、年齢にかかわらず公平に負担を分かち合うと

いう観点から、この措置が平成 1� 年度から廃止され、
現役世代と同様の制度が適用されています。
　ただし、急激な税負担を緩和するため、経過措置が
とられています。

所得税

住民税

平成 18 年
平成 1�年１月分から
税額の 10％相当額を減額（1�.� 万円を限度）

平成 1�年６月分から
税額の �.�％相当額を減額（２万円を限度）

所得税

住民税

平成 19年１月分から廃止

平成 19年６月分から廃止

平成 19 年以降

平成 17 年度

合計所得金額
1��万円以下の人 課

税

経過措置として
平成 1�年度は、税額の３分の２を減額
平成 19年度は、税額の３分の１を減額
平成 �0年度以降は、全額負担

平成 18 年度以降

※この経過措置は昭和1�年１月２日以降に生まれた人が対象になります
非課税

　

現
在
、
納
税
組
合
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
、
町
税
（
固

定
資
産
税
、
町
県
民
税
、
軽
自
動
車
税
）
と
国
民
健
康

保
険
税
の
完
納
報
奨
金
制
度
は
、
組
合
長
が
全
組
合
員

の
町
税
を
納
期
限
ま
で
に
完
納
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
個
人
情
報
の
観
点
か
ら
問
題
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
納
税
組
合
の
し
く
み
で
は
、
滞
納
が
発
生
し

た
場
合
、
町
が
そ
の
旨
を
組
合
長
に
伝
え
、
完
納
報
奨

金
の
支
払
い
が
で
き
な
い
こ
と
を
通
告
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
組
合
長
と
は
い
え
他
人
の
納
税
状
況
を
知

り
得
る
こ
と
は
、
個
人
情
報
保
護
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、

組
合
員
か
ら
は
「
な
ぜ
個
人
情
報
を
漏
ら
す
の
か
」
と

い
う
苦
情
が
増
え
る
な
ど
、
現
在
の
社
会
状
況
に
納
税

組
合
の
「
仕
組
み
」
が
適
合
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
大
変
残
念
で
す
が
納
税
組
合
制
度
は
廃

止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
急
な
廃
止
は

各
地
区
の
予
算
な
ど
に
も
影
響
を
与
え
る
た
め
、
経
過

措
置
と
し
て
廃
止
を
１
年
間
先
伸
ば
し
に
し
、
平
成
20

年
度
に
廃
止
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
19
年
度
は
報
奨
金

の
交
付
率
を
２
％
か
ら
１
％
に
減
額
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

内
線
１
０
６
・
１
０
７

　

住
民
１
課　

内
線
１
１
５

大
任
町
納
税
組
合
を

廃
止
し
ま
す

国から地方へ
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国
民
年
金
法
の
改
正
で
、
保
険
料

の
月
額
が
２
４
０
円
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
平
成
19
年
度
（
今
年
の
４

月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
）
の
保
険
料

は
、
月
額
１
万
４
千
１
０
０
円
で
す
。

■
お
得
な
前
納
制
度

　
「
前
納
制
度
」
と
は
、
期
間
内
に
保

険
料
を
ま
と
め
て
支
払
う
と
、
保
険

料
が
割
引
さ
れ
る
と
い
う
制
度
で
す
。

　

ま
と
め
て
支
払
っ
た
場
合
の
保
険

料
と
割
引
額
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

■
学
生
の
た
め
の
特
例
制
度

　

日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
の
被
保

険
者
と
な
り
、
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
一
般
的
に
、
学
生
は
収
入

が
少
な
く
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
で
す
。
そ
の
た
め
、
保
険
料
の
納

付
を
猶
予
で
き
る
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
例
期
間
中
に
病
気
や
ケ
ガ
な
ど

で
傷
害
が
残
っ
た
場
合
で
も
、
障
害

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
る
た
め
、
も

し
も
の
と
き
に
も
安
心
で
す
。

　

特
例
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
期
間
に
は
な
り
ま
す
が
、
年

平
成
19
年
４
月
か
ら
保
険
料
が
上
が
り
ま
す

国
民
年
金
だ
よ
り

住
民
１
課
年
金
係

内
線
１
１
４

問い
合わせ

金
受
給
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
、
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。

特
例
制
度
を
受
け
た
人
は
、
社
会
人

に
な
っ
た
ら
き
ち
ん
と
追
納
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

申
請
は
役
場
住
民
１
課
国
民
年
金

係
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

直
方
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
４
９
ー
22
ー
０
８
９
０

★ 一般書 ★
◎桜ハウス　　　　　　　　 藤堂 志津子  著

◎還らざる道　　　　　　　　 内田 康夫  著

◎こぶたくっく！　　　　　　　  こぶた  著

◎もっと本格的に！

　手作りチョコレートのコツ　 メイツ  出版

★ 児童書 ★
◎ Mr. マリックのちょい魔術　 Mr. マリック  著

★  絵 本  ★
◎ゆらゆらばしのうえで　 きむら ゆういち  著

の
日
が
お
休
み
で
す

開 室
時 間

貸 し
出 し

図書／ 10 冊まで

９時〜 17 時

 うちＣＤとビデオは
 １点ずつ

 休室日を変更する
 場合があります

一般書 絵本

その他

−新刊案内−

児童書

平成 19年度分の国民年金保険料の前納例
納付合計額 割引額

現金で毎月納めた場合 1� 万 9�00 円       0 円

現金で１年分を前納した場合 1� 万 ��00 円 �000 円

現金で半年分を前納した場合
  � 万 �910 円
（半年分）

  �90 円
（半年分）

※現金前納の支払い期間は４月１日㈰～５月１日㈫までです
※ 前納用の納付書は、4 月上旬に郵送される納付案内書につづ

られています

死神の精度
伊坂 幸太朗  著

病気にならない
人は知っている
ケヴィン・トルドー  著

夜のピクニック
恩田 陸  著

ケンタロウの
日替り定食
ケンタロウ  著

気
ま
ぐ
れ
な犯

罪
者

赤
川 

次
郎  

著

ぼ
く
に
も
そ
の

あ
い
を
く
だ
さ
い

宮
西 

達
也  

著

ば
ば
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

マ
フ
ラ
ー

さ
と
う 

わ
き
こ  

著

こんなときって
なんていう？
たかてら かよ  著

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 1� 1� 1� 1� 1� 1�

1� 19 �0 �1 �� �� ��

�� �� �� �� �9 �0 �1

３月の休室日

25 ～ 31 は蔵書点検のため休室
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今
月
号
は
、
イ
ボ
を
治
し
て
く
れ

る
と
古
く
か
ら
人
々
に
信
じ
ら
れ
て

き
た
疣
神
様
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

疣
神
様
は
、
全
国
的
に
祀ま

つ

ら
れ
て

い
て
、
そ
の
数
は
明
ら
か
で
あ
り
ま

せ
ん
が
、
数
千
カ
所
、
あ
る
い
は
そ

れ
以
上
に
も
及
ぶ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
疣
神
様
の
種
類
は
多
様
で
、
神

様
だ
け
で
は
な
く
仏
様
（
地
蔵
様
）

や
実
在
の
人
物
を
疣
神
（
仏
）
様
と

し
て
祀
っ
て
い
る
も
の
も
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ボ
を
取
っ
て
く
れ
る
方

法
も
多
様
で
、
神
仏
に
供
え
ら
れ
て

い
る
小
石
で
こ
す
る
、
近
く
に
わ
く

清
水
を
な
す
り
付
け
る
、
ひ
た
す
ら

神
仏
の
加
護
を
信
じ
て
祈
る
な
ど
、

地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
よ
う
で
す
。

　

町
内
に
疣
神
様
は
、
梅
田
（
中
央

第16話

●種　属　ウチワサボテン亜科オプンティア属
●原産地　メキシコ中部
●開花時期　夏
●特　徴　大型のウチワサボテンの代表種。耐
寒性があり、露地植えでの栽培が可能。
■問い合わせ　サボテンハウス　☎ ��-����

疣い
ぼ

神が
み

様さ
ま

（
梅
田
・
上
元
松
）

御
み

鏡
かがみ

（大
お お

丸
ま る

盆
ぼ ん

）

No.16

●
作
品
名　
「
盛
り
花
」

(

大
任
町
公
民
館 

生
花
講
座
か
ら
選
出)

●
作　

者　

舞
野 

ト
モ
ヱ
さ
ん
（
島
台
）

●
コ
メ
ン
ト
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
春
ら
し
く
い
い

で
き
で
す
。
毎
月
の
生
花
講
座
が
楽
し
み
。
家

で
も
自
分
で
工
夫
し
な
が
ら
生
け
て
い
ま
す
」

線
沿
い
）
と
上
元
松
の
丹
波
神
社
境

内
の
２
カ
所
に
あ
り
ま
す
。
梅
田
は

石
碑
形
式
、
上
元
松
は
祠
形
式
で
、

イ
ボ
を
取
る
方
法
は
ど
ち
ら
も
お
供

え
の
小
石
を
こ
す
り
つ
け
る
そ
う
で

す
。
イ
ボ
が
取
れ
る
と
、
人
々
は
使
っ

た
小
石
の
倍
数
を
お
供
え
し
て
感
謝

す
る
そ
う
で
す
。

　

イ
ボ
を
と
る
方
法
は
、
神
仏
に
祈

る
方
法
以
外
に
は
、
ナ
ス
の
ヘ
タ
や

イ
チ
ジ
ク
の
汁
で
こ
す
る
と
い
っ
た

民
間
療
法
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
話

を
最
初
に
聞
い
た
と
き
は
、
こ
ん
な

方
法
で
イ
ボ
が
取
れ
る
と
は
正
直
な

と
こ
ろ
半
信
半
疑
で
し
た
。

　

し
か
し
最
近
、
あ
る
皮
膚
科
の
先

生
が
書
い
た
本
を
読
ん
で
い
た
ら
、

先
ほ
ど
の
疑
問
が
解
け
る
興
味
深
い

話
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

お
お
と
う
史
学

し　

が

く

▼ 梅田地区の疣神様

話
と
は
、
神
仏
に
祈
っ
て
取
れ
る
イ

ボ
は
、
１
種
類
、
ウ
ィ
ル
ス
性
の
イ

ボ
だ
け
と
の
こ
と
。
イ
ボ
が
取
れ
る

よ
う
に
神
仏
に
お
願
い
し
た
り
、
心

に
念
じ
た
り
し
た
結
果
、
免
疫
力
が

高
ま
り
、
人
間
の
持
つ
自
然
治
癒
力

が
作
用
し
て
イ
ボ
が
治
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
実
際
に
科
学
的
な
治
療

で
治
ら
な
か
っ
た
人
が
、
疣
神
様
に

祈
っ
た
り
念
じ
た
り
し
た
結
果
、
イ

ボ
が
治
っ
た
例
も
多
い
よ
う
で
す
（
専

門
的
な
治
療
は
病
院
へ
か
か
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
）。

　
「
病
は
気
か
ら
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ

が
そ
の
ま
ま
、
当
て
は
ま
る
話
だ
な

と
感
心
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

科
学
的
な
治
療
と
は
無
縁
だ
っ
た
時

代
、
神
仏
に
祈
り
、
治
っ
た
人
々
の

感
謝
の
思
い
が
疣
神
様
に
込
め
ら
れ

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
全
国
的

に
多
く
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
そ

の
裏
付
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

☎
41
ー
２
０
５
５

　

ふ
る
さ
と
館
お
お
と
う

▲ 上元松の疣神様

▲▼ 疣神様の前に供えられた小石
の多さに、人々の信仰の厚さがうか
がえます



1�広報おおとう　2007. ３月号

場 所
【集会室】
…役場住民集会室
【視聴覚】
…役場視聴覚室
【多目的】
…役場多目的ホール
【公民館】
…大任町公民館

心配ごと相談
【役場10時〜12時】

食進会
(ふれあい弁当作り)
【集会室９時〜】

日 月 火 水 木 金 土

食進会
(ふれあい弁当作り)
【集会室９時〜】

確定申告
日曜受け付け

【多目的９時30分
〜 16時】

布の絵本制作
ボランティア講座

【レインボー資料室
13 時〜 15 時】

社会福祉士巡回相談
【視聴覚10時～1�時】

１歳６カ月検診
（対象者個人通知）
【視聴覚13時 30分

〜 14時 30分】

心配ごと相談
（人権・行政相談あり）
【役場10時〜12時】

福岡管区気象台
出前講座

【公民館13時30分〜】

３種混合予防接種
（３〜90ヵ月未満児）
【視聴覚13時 30分

〜 14時 30分】

食進会
(ふれあい弁当作り)
【集会室９時〜】

心配ごと相談
【役場10時〜12時】

大任中学校
卒業式

【大任中体育館
９時 30 分〜】

絵本読み語りボラン
   ティア かくれんぼ
【レインボー図書室

11時〜】

おどり愛好会
発表会 (入場無料)
【レインボーホール

13時開演】

母子相談
( ２ヵ月時・予約制 )
【集会室13時〜16時】

今任小・大任小
卒業式
【今任小体育館10時〜】
【大任小体育館

９時 40 分〜】

BCG 予防接種
( ３〜６ヵ月未満児 )
【視聴覚13時30分〜14時】

布の絵本制作
ボランティア講座

【レインボー資料室
13 時〜 15 時】

乳児健診
(4・7・12 ヵ月児
・対象者個人通知 )
【集会室13時 30分

〜 14時 30分】

心配ごと相談
【役場10時〜12時】

献血
【役場９時30分

〜13時】

８６５４

３２

10

1�

９

1�1�

1� 19 �0 �1 �� ��

1�1�

��

1�

�� �� �9 �0

農山漁村女性の日

桃の節句　耳の日

ホワイトデー

�� １

食育の日 ��

��

彼岸明け  世界結核デー

３月行事予定表

11

国連水の日 世界気象デー彼岸入り 春分の日

弥生

７ 消防記念日

��

啓蟄

�1

��

町内犯罪発生状況
( １月中）

● 発生件数　9 件（171 件）
● 死亡者数　0 人（　  0 人）
● 負傷者数　6 人（　87 人）
（　）内は 18 年度中の累計

■　防犯・交通の問い合わせ
添田警察署　☎８２−０１１０
大任交番　　☎６３−２１１０

ふっけい君

交通事故発生状況（１月中）

交 通防 犯
種 類 件 数

　１件
　０件
　０件

空き巣・忍び込みなど

自 動 車 盗
車上荒らし

部 品 盗
オートバイ・自転車盗

　０件
　０件

自動販売機荒らし 　０件

１月中の事件・事故の内容

急ぐほど　正しく
はっきり１１０番

　外出するときは、お隣への声かけ
と確実な施錠を心がけましょう。
　車を運転する際は、体調に合わせ
たゆとりある運転を心掛けましょう。

春季全国火災予防運動
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●　問い合わせ先
田川市　☎ 44-2000
添田町　☎ 82-1231
川崎町　☎ 72-3000
赤　村　☎ 62-3000
香春町　☎ 32-2511
糸田町　☎ 26-1231
福智町　☎ 22-0555

田川市郡 3 月のイベント
◆添田町（http://www.town.soeda.fukuoka.jp）
●女性のつどい IN そえだ【オーク・ホール】
　３月４日㈰　10 時 30 分～
　手芸や書道などの展示、民謡や日舞の披露
◆香春町（http://www.town.kawara.fukuoka.jp）
●香春ふるさと文化フォーラム
　「文化講演会・琴、三味線、尺八の三重奏」
　【香春町町民センター　コンベンション室】
　３月 10 日㈯  13 時 30 分～
　 講演：「映画とわたし」～私をとりこにした西

部劇～　講師：永田 壽光 さん
　 公演：琴、三味線、尺八の三重奏　元禄花見踊

り、さくらなど約８曲
◆福智町（http://www.town.fukuchi.lg.jp）
●へいちく新型車両お披露目イベント in 金田
　【平成筑豊鉄道金田駅】
　３月 25 日㈰ 10 時 30 分～
　 新型車両愛称発表、お披露目式、新型車両展示、

グッズ販売、ステージイベントなど
　 ※当日は、へいちく全線で運賃 100 円

まちの介護福祉講座

脳梗塞の前触れ
■脳梗塞はどんな病気？
　脳梗

こうそく

塞は脳血管が狭くなったり血栓などで血流が詰まったりして、脳に血
液が行かずに脳細胞が死んでしまうという病気です。死亡の原因となったり、
一命を取り留めても後遺症が残ったりすることが多く、とても怖い病気であ
ることはよく知られていると思います。
　脳梗塞になる人たちの約 3 割に、大きな発作の前に小さな前触れ発作が
起こると言われています。今回はその前触れの幾つかについて紹介したいと
思います。
■どんな前触れが起こる？
　まず、運動障害としては、顔や手足など身体の片側だけが動かせなくなっ
たり、力が入らなくなったりするといった症状が起こります。
　次に感覚障害としては、運動障害と同様に身体の片側だけがしびれたり、
感覚が鈍くなったりします。また、体のバランスが悪くなり、立てなくなっ
たり、ふらついてうまく歩けなくなったりするなど、めまいとよく似た症状
も起こります。
　言語障害としては、ろれつが回らずうまくしゃべれなくなったり、言葉が
出てこなくなったりします。また、相手や自分が話していることの内容が分
からなくなることもあります。
　視覚障害としては、視野の半分が欠けて見えたり、片方の視力が落ちたり
する症状が起こります。
■前触れを見過ごさず、受診しましょう！
　いずれの前触れ発作も、数分から 30 分以内に症状が消えてしまうことが
ほとんどで、それが事態を軽く考えてしまう原因となっているようです。
　しかし、このような症状が見られた際には、1 週間から 1 カ月以内に重い
発作を起こす危険性が高いので、できるだけ早く医療機関で受診した方が良
いでしょう。
　また、診察の時には症状が治まっていることが多いので、正確に診断して
もらうためには、いつ、どのような症状が、どれくらいの時間続いたのかを
メモするなどして、しっかりと医師に伝えることが大切です。

◆ 

今
月
の
表
紙

　

２
月
16
日
、
午
前
11
時
ご
ろ
。
ひ

な
人
形
の
木
目
込
み
を
撮
影
。
３
月

３
日
の
ひ
な
祭
り
と
い
う
こ
と
で
撮

影
し
ま
し
た
。

● 

お
わ
び
と
訂
正

　

平
成
19
年
２
月
号
20
ペ
ー
ジ
（
裏

表
紙
）
の
記
事
の
中
で
、
石
川
淳
一

さ
ん
（
上
今
任
）
と
あ
る
の
は
、
石

川
淳
一
さ
ん（
熊
本
）の
誤
り
で
し
た
。

　

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　町では、農作物を荒らすカラスに対し、
次のとおり有害鳥獣捕獲を実施します。
　捕獲期間中に山で仕事をする人は、注意
してください。
■期間　３月１日㈭～３月 31 日㈯
■ところ　町内全域
■問い合わせ　産業経済課　内線 123

有害鳥獣捕獲を実施中 人の動き
男 �,��1 人 ( − �人 )

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

2,605 世帯（－ 4）

（平成 19年１月末現在）

計 �,0�� 人 ( ± 0人 )

女 �,�11 人 ( ＋ �人 )

男    ��� 人 ( − �人 )

女 1,01� 人 ( ＋ �人 )

計 1,��0 人 ( − 1人 )

世帯数

人
口
総
数

65
歳
以
上

▼ 

今
月
の
１
枚

　

幸
神
町
の
山
橋
隆
り
ゅ
う

治じ

さ
ん
宅
で
、
隆
り
ゅ
う

治じ

さ
ん
と
昌あ
き

子こ

さ
ん
の
娘
３
人
を
ひ
な
壇
と

と
も
に
撮
影
。

　

写
真
は
向
か
っ
て
左
奥
か
ら
、
美み

咲さ

季き

ち
ゃ
ん
（
４
）、
凜り
ん

子こ

ち
ゃ
ん
（
３
）、
前

列
が
薫
か
お
る
ち
ゃ
ん
（
９
カ
月
）。

　

女
の
子
ば
か
り
の
３
姉
妹
。
薫
ち
ゃ
ん

は
今
年
が
初
節
句
。
７
段
の
ひ
な
壇
は
今

年
で
34
年
目
と
い
う
か
ら
驚
き
で
す
。

　

ひ
な
祭
り
は
女
の
子
の
健
や
か
な
成
長

を
願
う
行
事
で
、
桃
の
節
句
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
３
人
が
健
や
か
に
す
く
す
く

と
育
つ
と
い
い
で
す
ね
。
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【
消
防
庁
長
官
表
彰
】

▼
永
年
勤
続
功
労
賞　

佐
々
木 

惠
治（
第
一
分
団 

分
団
長
）

【
福
岡
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

▼
金
馬
簾
表
彰　

大
任
町
消
防
団　

第
４
分
団

▼
永
年
勤
続
表
彰　

40
年　

宮
本 

敏
男
（
第
２
分
団 

分
団
長
）、梶
原 

忠
雄
（
第

３
分
団 

副
分
団
長
）

35
年　

佐
々
木 

惠
治
（
第
１
分
団 

分
団
長
）

30
年　

佐
々
木 

正
憲
（
第
４
分
団 

分
団
長
）

25
年　

宮
本 

節
雄
（
第
２
分
団 

副
分
団
長
）

20
年　

今
泉 

啓
作
（
第
２
分
団 

部
長
）、
持
田 

秀
延
（
第

２
分
団 

班
長
）

15
年　

佐
々
木 

鎮
一
（
第
１
分
団 

部
長
）、次
谷 

富
博
（
第

１
分
団 

班
長
）、
鈴
木 

幸
治
（
第
２
分
団 

班
長
）、
辻
本 

達
彦
（
第
２
分
団 

班
長
）、
浦
野 

淳
（
第
３
分
団 

班
長
）、

西
藤 

嘉
弘
（
第
４
分
団 

班
長
）

10
年　

高
木 

敦
宏
（
第
１
分
団 

班
長
）、
奥
田 

俊
宏
（
第

１
分
団 

班
長
）、
田
中 

敏
裕
（
第
２
分
団 

団
員
）、
安
武 

数
昭
（
第
３
分
団 

団
員
）、
楠
木 

剛
（
第
３
分
団 

団
員
）、

鈴
木 

隆
之
（
第
４
分
団 

班
長
）

▼
優
良
団
員
表
彰　

山
﨑 

輝
開
（
本
部 

班
長
）、
世
羅 

翔

太
郎
（
第
４
分
団 

団
員
）

【
田
川
郡
消
防
支
部
連
合
会
長
】

▼
優
良
団
員
表
彰　

松
田 

和
久
（
第
１
分
団 

部
長
）、
坂

木 
益
美
（
第
２
分
団 

班
長
）

【
福
岡
県
知
事
感
謝
状
】

▼
永
年
勤
続　

今
泉 

啓
作
（
第
２
分
団 

部
長
）、
坂
本 

年

行
（
第
２
分
団 
副
部
長
）、
持
田 

秀
延
（
第
２
分
団 

班
長
）

【
福
岡
県
民
火
災
共
済
生
活
協
同
組
合
理
事
長
感
謝
状
】

　

大
任
町
消
防
団 

第
２
分
団

指揮者　　  奥田 建次
第一番員　  丹村 博行
第二番員　  奥永 一彦
第三番員  奈須 伸一郎

指揮者　　　  楠木 勉
第一番員　  楠木 浩二
第二番員　  楠木 哲也
第三番員　　  楠木 剛

指揮者　　  西藤 嘉弘
第一番員　  浦野 公介
第二番員　  浦野 大介
第三番員　  宮本 慎吾

防災の決意を新たに
平成 19 年大任町消防団出初式

　１月 21 日、新春恒例の大任町消防団出初式
が大任中学校グラウンドで開催されました。
　式典では多くの来賓や消防団関係者、町民
が見守る中、服装点検や分列行進が行われた
後、第２分団、第３分団、第４分団によるポ
ンプ操法の競演が行われました。ポンプ操法
では、各分団が日ごろの練習の成果を発揮。
磨きぬかれた技を競い合いました。結果、第
４分団が優勝しました。
　ポンプ操法に引き続き、消防活動に功労や
功績のあった団体や個人への表彰が行われ、
町長や来賓が祝辞を述べました。

大任町消防団第２分団

広報おおとう．2007年３月号

まちの話題

ポンプ操法 ― 敬称略 ―

表
彰
受
賞
者 

（
敬
称
略
）


